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※このフローは状況に応じて、適宜⾒直すこととなっています。

以下の①〜④に該当しないが濃厚接触等の疑義がある場合は、各部局等総務担当⼜は保健管理センターへご確認ください。

新型コロナウイルス感染症にかかる学生・教職員の連絡体制

①医療機関受診又はＰＣ

Ｒ検査を受け「陽性」と

判定された者

③保健所から「濃厚接触

者」判定とされた者
※保健所の指示を受けた陽性

者から連絡があった場合も含

む

②発熱、頭痛・咽頭痛な

ど症状がある者

④濃厚接触の疑いがある者

(ⅰ)同居家族が陽性者となった者

(ⅱ)陽性者となった者と会食をしていた者

(ⅲ)陽性者となった者と一方又は双方がマ

スク無しで一定時間（15分程度以上）近距

離会話を行った者

【学生】

指導教員及び各授業科目

担当の教員へメールで

「陽性」の判定を受けた

こと及び療養期間を報告

する。

【教職員】

上司又は総務（労務）担

当へ「陽性」の判定を受

けたこと及び療養期間を

報告する。

【学生】

指導教員及び各授業科目

担当の教員へメールで「

濃厚接触者」の判定を受

けたこと及び自宅待機期

間等を報告する。

【教職員】

上司又は総務（労務）担

当へ「濃厚接触者」の判

定を受けたこと及び自宅

待機期間等を報告する。

【学生・教職員】

沖縄県のコールセンター

（098-866-2129）又は

保健管理センター

（098-895-8144）へ速や

かに相談する。

【学生】

相談した後の対応や結果に

ついて指導教員（必要に応

じ各授業科目担当の教員

も）へメールで報告する。

【教職員】

相談した後の対応や結果に

ついて上司又は総務（労

務）担当へ報告する。

【学生・教職員】

沖縄県の「コロナを疑う場合の検査、

受診の流れ」に沿って対応する。
(https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/hoken/
vaccine/coronakana.html）

【学生】

上記の経過を指導教員及び各授業科目

担当の教員へメールで報告する。

【教職員】

上記の経過を上司又は総務（労務）担

当へ報告する。

〇所定の療養期間や自宅待機期間を経て修学・勤務へ復帰

〇所定の療養期間や自宅待機期間後にも症状がある場合は、改めて沖縄県のコールセンター（098-866-2129）又は保

健管理センター（098-895-8144）へ相談

〇療養や自宅待機の期間終了について指示がない場合は、保健管理センターへ相談してください。

（フォームへの入力） ※所要時間は２～３分程度

【学生・教職員】

〇琉球大学公式ホームページに掲載されている

所定のフォームへ入力する。

https://forms.office.com/r/h1tDz8bbJb

〇状況の変更があった場合（疑いが判定に至った等）は再度入力すること。

通学・通勤はしない
（担当教員や上司と相談の上、遠隔授業の受講・在宅勤務を可能とする）

（④の場合、保健所の疫学調査の結果（濃厚接触者にあたるかどうか）が判明するまでの間は濃厚接触者に準じて⾃宅待機をする。）

⼊⼒情報については、保健管
理センター及び総務部総務課
で共有し、使⽤⽬的の範囲内
で部局等へ提供する。

琉⼤病院（病院職員が陽性等となった場合の流れ）

病院職員 所属部署 感染対策室
調査等（報告） （報告） （指⽰）

所属部署 病院職員
（指⽰）

総務部総務課

Forms⼊⼒

労務職員係
Forms⼊⼒確認後
陽性者情報報告（報告）

https://www.pref.okinawa.lg.jp/site/hoken/vaccine/coronakana.html

